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ふるさと納税で新たな施策ふるさと納税で新たな施策
取材日：３月23日　場所：東西小学校　卒業式終了後、保護者の方にインタビュー

議会が注目　　 ４事業

小・中学校入学時における家庭の経済的負担を軽減するとと
もに入学を祝福し、児童生徒の健全な育成を支援することを
目的に入学祝金を支給します。 支給額：入学時　50,000円

乳児が１歳未満までの保護者が購入した育児用品に対し、上
限12,000円を助成していますが、令和５年度は３歳未満になる
までに延長し、助成額も増額します。 助成額：36,000円／年

Pick up

01 入学祝金
事 業

Pick up

02
育児用品
購 入 費
助成事業

現金ではなく制服や
体操着など現物支給
が良い。

子育てしやすい町に
なってもらいたい。

とてもありがたい。家計が助かる。
子供の部屋を作ったので、机や
ベッドなどを買いたい。

育児環境を整えることは町の発展に
つながっていると思います。

舘舘
たてたて

野野
のの

 昌昌
まさまさ

幸幸
ゆきゆき

さん　　　さん　　　華華
か の かか の か

乃香乃香さんさん
（上中森）（上中森）

髙髙
たかたか

𣘺𣘺
はしはし

 恵恵
ええ

美美
みみ

さんさん　　　　　　　　洸洸
こうこう

さんさん　　　　　　　　　　　　　　憂憂
ゆうゆう

さんさん
（福島）（福島）

栗栗
くりくり

原原
ばらばら

 正正
まさまさ

悟悟
のりのり

さん　　　さん　　　うたのうたのさん　　　さん　　　亜亜
あ き こあ き こ

季子季子さんさん
（舞木）（舞木）

島島
しましま

田田
だだ

 麗麗
れれ

奈奈
なな

さんさん　　　　　　明明
あきこあ き こ

子子さんさん
（上中森）（上中森）

ふるさと応援寄附金額が役場職員の日々の努力により年々記録を更新しています。寄附金をどのよ
うなことに使用するのか町民が注目するところかと思います。令和５年度予算では、寄附金を原資
とした総額１億円の新たな施策を実施します。議会では、子育て関連全13事業から３事業、その他
のサービス４事業から１事業に注目して取材をしました。

千代田町議会だより「大河」162号　令和５年４月25日発行 2



その他にも新たな施策は13事業がありますその他にも新たな施策は13事業があります

対象店舗でキャッシュレス決済を利用した際にポイント
還元を受けられるキャンペーンを実施するとともに、事
業者に対し決済手数料の一部を補助します。

高校生世代に対し、自転車用ヘルメットの購入に要し
た一部を補助します。
助成額：購入額の１／２（上限5,000円）

Pick up

04
高校生等自転車用
ヘ ル メット
購入費補助事業

Pick up

03
地域活性化
キャッシュレス
決 済 事 業

ポイント還元があるという
ので、熊谷まで行っていた。
町内でもそうなると助かる。

切れ目のない子育て支援を継続して実施
してもらいたい。

町内で電子決済ができる
ようになれば便利になる
と思います。

半分しか出ていないが、それでもあればいい。
子どもにちゃんと着けさせようと思う。

色んなお店でつかえる
ようになればいいな。

かぶる人が増えると思う。
わざわざ買うのは大変なので、
買うきっかけになる。

熊熊
くまくま

木木
きき

 純純
じゅんじゅん

一一
いちいち

さんさん
（舞木）（舞木）

𠮷𠮷
よしよし

田田
だだ

 優優
ゆうゆう

一一
いちいち

さんさん
（下中森）（下中森）

鈴鈴
すずすず

木木
きき

 和和
かずかず

美美
みみ

さんさん　　　　　　悠悠
はるはる

仁仁
とと

さんさん　　　　　　重重
しげしげ

行行
ゆきゆき

さんさん
（赤岩）（赤岩）

小小
おお

澤澤
ざわざわ

 愛愛
あいあい

子子
ここ

さんさん　　　　　　ゆきゆきさんさん　　　　　　龍龍
りゅうりゅう

太太
たた

朗朗
ろうろう

さんさん
（上五箇）（上五箇）

野野
のの

村村
むらむら

 智智
ともとも

恵恵
ええ

さんさん　　　　　　紗紗
ささ

季季
きき

さんさん　　　　　　　　浩浩
ひろひろ

之之
ゆきゆき

さんさん
（福島）（福島）

川川
かわかわ

崎崎
さきさき

 広広
ひろひろ

道道
みちみち

さんさん　　　　　　成成
なるなる

さんさん　　　　　　　　千千
ちち

穂穂
ほほ

さんさん
（赤岩）（赤岩）

詳しくは広報
ちよだ３月号
をご覧ください
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問

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
プ
レ
シ
ー
ズ
ン

マ
ッ
チ
の
開
催
時
に
、
小

中
学
生
と
交
流
を
す
る
機

会
は
。

答

試
合
前
に
交
流
す
る

機
会
を
設
け
ま
す
。

問

図
書
館
の
利
用
者
を

ど
の
よ
う
に
増
や
し
て
い

く
の
か
。

答

改
良
型
の
窓
口
受
付

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
予
約

な
ど
利
便
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

楽
し
く
運
動

し
ま
せ
ん
か

問

東
部
運
動
公
園
に
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

す
る
目
的
は
。

答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
か
ら
サ
ッ
カ
ー
場
の

東あ
ず
ま

屋
付
近
ま
で
の
歩
道
に

設
置
し
、
歩
行
者
の
安
全

と
新
た
な
施
設
利
用
者
の

増
加
に
つ
な
げ
る
た
め
で

す
。

問

今
回
作
成
す
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内
容

は
。

答

利
根
川
だ
け
で
な
く

中
小
河
川
が
氾
濫
し
た
場

合
の
情
報
も
掲
載
し
ま

す
。犯

罪
抑
止
効
果
に
期
待

問

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

箇
所
は
。

答

新
た
に
通
学
路
等
２

箇
所
を
予
定
、
場
所
に
つ

い
て
は
警
察
な
ど
と
も
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

乗
用
草
刈
機
購
入
へ

問

な
ぜ
公
道
走
行
可
能

な
乗
用
草
刈
機
を
購
入
す

る
の
か
。

答

草
刈
作
業
に
お
い
て

公
道
を
走
行
す
る
場
面
も

あ
る
た
め
、
小
型
特
殊
自

動
車
に
該
当
す
る
草
刈
機

を
購
入
し
ま
す
。

審査年月日：令和５年３月14日㈫、15日㈬
審 査 会 場：全員協議会室
委 員 構 成：12名全議員
　　　　　　委 員 長　森　　雅哉
　　　　　　副委員長　酒巻　広明

主

な

質

疑

各会計課予算を徹底審議

第六次総合計画の各種事業に重点的に予算配分第六次総合計画の各種事業に重点的に予算配分
～切れ目のない子育て支援など新たな施策を展開～～切れ目のない子育て支援など新たな施策を展開～

60億円台60億円台の当初予算の当初予算本町初‼ 

子
ど
も
た
ち
が

プ
ロ
選
手
と
交
流

災
害
用
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
確

認
を

図
書
が
拡
充
！

読
書

し
ま
せ
ん
か

地域の安全を見守る

群馬クレインサンダーズの選手
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さらに詳しく

令和５年度予算に関しては
広報ちよだ４月号もご覧ください

問

物
産
展
で
町
特
産
品

を
生
産
者
と
一
緒
に
販
売

で
き
な
い
か
。

答

コ
ロ
ナ
禍
で
販
売
人

数
な
ど
制
限
が
あ
り
職
員

の
み
で
販
売
し
て
い
た
が
、

緩
和
さ
れ
れ
ば
生
産
者
と

一
緒
に
販
売
し
て
い
き
ま

す
。

問

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
導
入
費
補
助
金
の
件
数

は
。

答

事
業
者
が
対
象
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
を
購
入
す
る

に
あ
た
り
上
限
４
万
円
を

35
件
分
で
す
。

ロ
ー
ラ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

問

な
か
さ
と
公
園
の
遊

具
が
老
朽
化
し
て
い
る

が
。

答

ロ
ー
ラ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
の
ロ
ー
ラ
ー
を
令
和

４
年
度
か
ら
５
年
間
で
交

換
す
る
予
定
で
し
た
が
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
原
資

と
し
て
残
り
４
年
分
を
令

和
５
年
度
に
す
べ
て
交
換

し
ま
す
。

早
め
の
相
談
で

介
護
予
防

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
状
況
は
。

答

年
間
３
０
０
件
程
度

相
談
が
あ
り
、
今
後
も
町

民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
介

護
予
防
に
つ
な
げ
ま
す
。

問

義
務
教
育
施
設
改
築

基
金
の
積
立
目
標
は
。

答

目
標
は
設
定
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
財
源
が
あ
る

と
き
に
は
積
極
的
に
積
立

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

行
政
手
続
き
が
で
き
る

問

ど
の
よ
う
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

職
員
の
業
務
効
率
化
に
つ

な
げ
る
の
か
。

答

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か

ら
来
庁
予
約
を
す
る
こ
と

で
ス
ム
ー
ズ
に
窓
口
対
応

で
き
負
担
軽
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
へ
の
取
組

問

住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
に
か
か
る

補
助
金
の
件
数
は
。

答

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
及
び
蓄
電
池
の
設
置
と

し
て
13
件
分
で
す
。

官
民
連
携
で
町
特
産
品

と
本
町
の
Ｐ
Ｒ

買
い
物
客
の

利
便
性
向
上
へ

中
学
校
の
建
替
え

CO2排出削減中

好評だった都庁物産展

オンラインでらくらく手続き
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３
８

３
17

（10日間）
 本　会　議 
８日　一般質問
９日・17日
議案審議他

 常任委員会 
10日　総務産業
　　　文教民生

者
数
が
当
初
見
込
み
よ
り

少
な
く
、
正
規
職
員
及
び

会
計
年
度
任
用
職
員
ま
た
、

人
材
派
遣
２
名
で
対
応
で

き
、
人
材
派
遣
１
名
分
を

減
額
し
ま
し
た
。

問

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
な
い
で
廃
棄
さ
れ

た
も
の
は
あ
る
の
か
。

答

従
来
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
を
10
月
21
日
に
有
効

期
限
切
れ
で
77
本
を
廃
棄

処
分
し
ま
し
た
。

園
児
減
少
で

問

こ
ど
も
園
の
人
材
派

遣
委
託
費
減
額
の
要
因
は
。

答

こ
ど
も
園
へ
の
入
園

問

Ｄ
Ｖ
加
害
者
等
が
、

被
害
者
情
報
を
聞
き
に
来

た
時
は
。

答

行
政
と
警
察
で
情
報

共
有
し
、
個
人
情
報
を
保

護
し
ま
す
。

主
な
質
疑

　

令
和
５
年
第
１
回
議
会
定
例
会
が
、

３
月
８
日
か
ら
17
日
ま
で
の
10
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
、
規
約
変
更
、
条

例
の
制
定
や
改
正
、
令
和
５
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
等
上
程
さ
れ
、
慎

重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、

町
の
考
え
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

（
第
10
号
）

千
代
田
町
犯
罪

被
害
者
等
支
援

条
例
の
制
定

77
本
を
廃
棄

審議議案と議員の賛否（第１回定例会）
上程された議案・概要・結果

金
子
浩
二

橋
本
博
之

原
口　

剛

大
澤
成
樹

酒
巻
広
明

橋
本
和
之

大
谷
純
一

森　

雅
哉

川
田
延
明

髙
橋
祐
二

柿
沼

己

小
林
正
明

議決結果
（賛成：反対）

専決処分事項
◇令和４年度千代田町一般会計補正予算（第９号）
【ふるさと応援寄附金が大幅に増加していることを受け、基金積立金、ふるさと応援寄
附金の返礼品代を追加するほか、出産・子育て応援給付金等を予算措置するもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）

規約変更
◇群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について
【組織団体である桐生地域医療組合の名称が桐生地域医療企業団となり、新たに吾妻環
境施設組合が組織団体となる。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇群馬県市町村公平委員会共同設置規約の変更に関する協議について
【公平委員会を共同設置する団体に、桐生地域医療企業団、及び富岡地域医療企業団が
新たに加入する。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

条例制定
◇千代田町条例の点検に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
【改正を必要とする条例が複数あったことに伴い、一部改正をまとめて行うため、関係
条例の整理に関する条例を制定するもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

被
害
者
を
守
り
ま
す

　

千
代
田
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ

き
、
同
意
を
求
め
る
議
案

が
提
出
さ
れ
、
同
意
し
ま

し
た
。

原は
ら

直な
お

子こ　

氏

　
　
（
再
任
・
舞
木
）

　

議
員
の
な
り
手
不
足
を

鑑
み
協
議
し
た
結
果
、
議

員
報
酬
を
２
万
円
増
額
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

人
事
案
件

発
議

千
代
田
町

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員

千
代
田
町
議
会
の

議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例

詳しくは、

16ページ
を

ご覧くださ
い

令和５年
３月定例会

子どもに寄り添った保育教育

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
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上程された議案・概要・結果
金
子
浩
二

橋
本
博
之

原
口　

剛

大
澤
成
樹

酒
巻
広
明

橋
本
和
之

大
谷
純
一

森　

雅
哉

川
田
延
明

髙
橋
祐
二

柿
沼

己

小
林
正
明

議決結果
（賛成：反対）

◇千代田町犯罪被害者等支援条例の制定
【犯罪被害者等基本法の基本理念を踏まえ、町の責務、町民及び事業者の役割を規定す
るとともに、受けた被害の早期回復又は軽減、犯罪被害者等の権利利益の保護を図り、
町民が安心して暮らすことができる地域社会の実現を目的として、新規制定するもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町学校給食費に関する条例の制定
【町が実施する学校給食に係る、学校給食費の取扱いに関して、必要な事項を条例で定
めるもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

条例改正
◇千代田町特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例
【町長、副町長及び教育長の給料月額を、それぞれ、平成16年４月の減額前の額に戻す
改正を行うもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町国民健康保険条例の一部を改正する条例
【出産育児一時金の支給について、健康保険法施行令等の一部改正に伴い、出産育児一
時金の支給額について、40万８千円から48万８千円に引き上げるもの。なお、産科医
療補償制度の加算対象となる出産に係る出産育児一時金の支給額は50万円となる。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び千代田町放
課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
【厚生労働省令の施行に伴い、省令の内容に準じて定められている千代田町家庭的保育
事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び千代田町放課後児童健全育成事
業の設備及び運営に関する基準を定める条例について、所要の改正を行うもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例
【子ども・子育て支援法の一部改正に伴い、千代田町子ども・子育て会議条例において
所要の改正を行うもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例
【県と連携する小口資金の制度融資について、返済負担の軽減措置として、平成15年度
から適用している借りかえ制度を令和５年度も引き続き実施することが決定し、群馬県
小口資金融資促進制度要綱の一部が改正されることに伴い、町の条例についても同様の
改正を行うもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

町道路線の廃止・認定
◇町道路線の廃止・認定
【赤岩地内の道路改良工事等に伴い、道路法に基づき１路線の廃止、並びに２路線の認
定を行うもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

補正予算
◇令和４年度千代田町一般会計補正予算（第10号）
【歳入並びに歳出の精査を行い、7,940万円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ
89億3,937万９千円とするもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和４年度千代田町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
【歳入並びに歳出の精査を行い、871万８千円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞ
れ12億9,609万４千円とするもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和４年度千代田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
【歳入並びに歳出の精査を行い、351万２千円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞ
れ１億5,553万８千円とするもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和４年度千代田町介護保険特別会計補正予算（第４号）
【歳入並びに歳出の精査を行い、4,457万４千円を減額し、予算の総額を歳入歳出それ
ぞれ、10億1,562万２千円とするもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和４年度千代田町下水道事業特別会計補正予算（第２号）
【歳入並びに歳出の精査を行い、312万５千円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞ
れ２億9,338万円とするもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

人　事
◇千代田町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて
【任期満了となる原直子氏を引き続き固定資産評価審査委員に選任するため議会の同意
を求めるもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）

発　議
◇千代田町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
【議長、副議長、常任委員会委員長、議会運営委員会委員長及び議員の議員報酬月額を
一律に２万円の増額とし、議会広報編集委員会委員長においても常任委員長と同額の報
酬とするもの。】

○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ － 可決（8:3）

予　算
◇令和５年度千代田町一般会計予算
【予算総額65億1,500万円、前年度対比10億3,200万円（18.8％）の増額。】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和５年度千代田町国民健康保険特別会計予算
【予算総額13億1,005万４千円、前年度対比5,453万４千円（4.3％）の増額。】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和５年度千代田町後期高齢者医療特別会計予算
【予算総額１億6,160万９千円、前年度対比744万４千円（4.8％）の増額。】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和５年度千代田町介護保険特別会計予算
【予算総額10億4,071万８千円、前年度対比4,706万９千円（4.7％）の増額。】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和５年度千代田町下水道事業特別会計予算
【予算総額３億1,186万８千円、前年度対比1,865万２千円（6.4％）の増額。】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。（〇は賛成、×は反対、欠は欠席）
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６議員が登壇６議員が登壇

森　　雅哉 議員 P.9

①  町民の文化活動の活性化について

柿沼　 己 議員 P.10

①  道路分野におけるカーボンニュートラ
ルへの貢献について

原口　　剛 議員 P.11

①  ecoパークでのリサイクル率向上とご
みの現状について

②  商業用地残り3.9haへの誘致と第２、第３工
業団地アクセス道路について

大谷　純一 議員 P.9

①  今後の英語教育の展開について
② 給食費について

橋本　和之 議員 P.10

①  定住・移住策について

大澤　成樹 議員 P.11

①  本町におけるｅスポーツの活用について

一 般 質 問
そこが聞きたいそこが聞きたい

一般質問とは議員一人の持ち時間が決められており、（本町は答弁も含め40分以内）その
中で、町長や町行政機関に対し、町の施策等、考えや、報告、説明を求め、または、質
疑をすることです。ここでは、各議員１項目についてダイジェスト版でお知らせします。

WEBで議会を見よう！
会議録にて全文を見ることができます。
注）公開までには一定の期間を要します。

SDGs（エスディージーズ）とは、地球で暮らし続けていくために達成すべき17の目標
本町では、第六次総合計画にこれらの考えを取込みながら、SDGsの達成に貢献できるよう取組んでいます。
本町議会でも、これらを取入れ、各議員の一般質問に関連するロゴを掲載しています。
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問　

文
化
協
会
に
所
属
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
。

教
育
長　

活
動
費
が
所
属
団
体

へ
補
助
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
プ
ラ
ザ
が
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。

問　

文
化
協
会
へ
の
所
属
に
つ

い
て
関
与
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

各
団
体
の
自
由
で
す

が
、
加
入
促
進
に
努
め
て
い
ま

す
。

問　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
各
団
体

活
動
の
詳
細
を
も
っ
と
増
や
せ

な
い
の
か
。

教
育
長　

文
化
活
動
が
よ
り
活

性
化
す
る
よ
う
に
改
善
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

問　

サ
ー
ク
ル
へ
の
お
試
し
参

加
や
自
由
参
加
は
。

教
育
長　

会
の
代
表
者
等
に
意

向
や
受
入
れ
態
勢
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。

問　

撮
影
ス
タ
ジ
オ
を
作
り
、

町
民
が
利
用
す
る
の
は
。

企
画
財
政
課
長

　

先
進
事
例
で
あ
る
本
県
の

「
ツ
ル
ノ
ス
」
に
つ
い
て
研
究

を
し
て
い
き
ま
す
。

問　

文
化
活
動
の
活
性
化
は
。

町
長　

文
化
活
動
の
中
心
的

な
組
織
は
文
化
協
会
で
す
が
、

会
員
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
文
化
振
興
に
対
す
る
関

心
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

今後の英語教育の展開は
【 教育長 】英語に触れる機会を増やします

森　雅哉議員 MORI MASAYA

町民の文化活動の活性化を
【 町長 】関心を高めていきます

大谷 純一議員 OYA JUNICHI

問　

今
後
の
英
語
教
育
の
展
開

は
。

教
育
長　

日
常
的
に
英
語
に
触

れ
る
、
触
れ
さ
せ
る
機
会
を
増

や
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
学
校
教
育
目

標
に
３
つ
の
柱
を
掲
げ
、
Ｎ※

Ｉ

Ｅ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
と
も
に
英
語
教

育
を
１
本
の
太
い
柱
に
し
ま

す
。
こ
ど
も
園
で
は
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
勤
務

体
制
を
１
か
月
の
交
代
勤
務
か

ら
午
前
・
午
後
の
帯
状
勤
務
に

変
更
し
ま
す
。
小
学
校
で
は
英

語
ル
ー
ム
の
設
置
や
放
課
後
英

語
教
室
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
中
学
校
で
は
英
語
で
の
事

例
発
表
・
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
を
通
し
て
中
学
校
３
年

生
で
英
検
３
級
合
格
を
目
指
し

ま
す
。

問　

英
語
ル
ー
ム
と
は
。

教
育
長　

小
学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
が

常
駐
し
て
い
て
い
つ
で
も
話
し

が
で
き
る
こ
と
、
英
語
ル
ー
ム

に
行
く
と
掲
示
板
や
音
楽
な
ど

か
ら
外
国
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
部
屋
で
す
。

※ N
エヌ・アイ・イー

IE・I
アイ・シー・ティー

CT
NIEとは、Newspaper in Education
の略で授業で新聞記事を活用する。
I C Tとは、In f o rma t i on  and 
Communication Technologyの略
で、情報通信技術のこと。

文化協会は創立50周年を迎えました

今年度の外国語指導助手

つぶ
やき

つぶやき

英語の千代田と言われる知名度になっ
て欲しいです。

本町での文化活動が活性化すると、
楽しさが増していきます。
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問　

本
町
Ｈ
Ｐ
の
移
住
定
住

ポ
ー
タ
ル
「
ち
よ
だ
ぐ
ら
し
」

の
出
来
栄
え
が
非
常
に
良
い
が

移
住
希
望
者
や
サ
イ
ト
を
訪
れ

た
人
の
評
価
や
感
想
は
。

町
長　

生
の
声
を
聴
く
機
会
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、閲
覧

数
は
８
０
０
０
件
を
超
え
て
い

ま
す
。

問　

サ
イ
ト
内
の
観
光
コ
ー
ス

が
１
つ
し
か
な
い
の
で
増
や
す

考
え
は
。

産
業
観
光
課
長

　

今
年
１
月
に
寺て

ら

泊は
く

が
始
ま
り

ま
し
た
。
本
町
に
は
た
く
さ
ん

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
の
で
情
報
発
信
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
が
撤
退

と
な
っ
た
。代
わ
り
の
Ｐ
Ｒ
は
。

産
業
観
光
課
長

　

様
々
な
場
所
で
物
産
展
を
開

催
し
ま
し
た
。
特
に
都
庁
で
の

物
産
展
が
大
盛
況
で
し
た
の
で

来
年
度
も
行
い
ま
す
。

問　

群
馬
県
は
公
教
育
の
レ
ベ

ル
が
高
く
、
東
京
と
比
べ
教
育

費
の
出
費
が
少
な
い
よ
う
で
す

が
、
今
後
の
Ｐ
Ｒ
に
加
え
て
み

て
は
。

町
長　

本
町
の
代
表
的
施
策
と

し
て
、
英
検
助
成
事
業
や
給
食

費
の
半
額
補
助
な
ど
が
あ
り
ま

す
。更
に
、来
年
度
か
ら
は
「
ふ

る
さ
と
納
税
を
原
資
と
し
た
施

策
」
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

移住定住ポータルサイトを訪れた人は
【 町長 】8000件を超えています

問　
利
根
大
堰
の
工
事
実
績
と
、

今
後
の
直
線
化
の
予
定
は
。

建
設
環
境
課
長

　

令
和
元
年
度
に
カ
ー
ブ
を
緩

や
か
に
す
る
た
め
の
道
路
拡
幅

工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
直
線
化
の

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

利
根
川
新
橋
が
交
通
渋
滞

を
解
消
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
ど

う
発
信
し
て
、
陳
情
し
て
い
く

の
か
。

建
設
環
境
課
長

　

慢
性
的
な
交
通
渋
滞
は
、
環

境
負
荷
を
増
大
さ
せ
る
原
因
と

な
る
た
め
、
環
境
面
か
ら
も
利

根
川
新
橋
の
重
要
性
に
つ
い
て

訴
え
か
け
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

道
路
分
野
に
お
け
る
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献

は
。

町
長　

道
路
分
野
で
関
連
す
る

宣
言
は
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
ゼ
ロ
」
で
す
。
広
域
的
な
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
利

根
川
新
橋
の
建
設
に
よ
り
渋
滞

緩
和
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
を

軽
減
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
も
利
根
川
新
橋

の
早
期
実
現
に
つ
い
て
、
国
・

県
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

柿沼 己 議員 KAKINUMA HIDEMI

カーボンニュートラルへの貢献は
【 町長 】早期実現に向け、要望を行います

橋本 和之議員 HASHIMOTO KAZUYUKI

完成度の高い移住定住ポータルサイト

道路拡幅工事された利根大堰

つぶ
やき

つぶやき

群馬県の公教育のレベルが高いという
情報を得ました。今後のアピールポイ
ントになりますね。

早く要望が実現するよう、
議員一同、頑張りましょう！
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問　

ち
よ
だ
ｅ
ｃ
ｏ
パ
ー
ク
東

で
回
収
さ
れ
た
量
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。

建
設
環
境
課
長

　

各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
合
わ
せ

て
回
収
す
る
た
め
、
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

但
し
、
ガ
ラ
ス
類
・
陶
磁
器

類
・
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
品
・

金
属
類
・
小
型
家
電
は
回
収
業

者
が
個
別
回
収
し
、
月
毎
の
量

は
把
握
し
て
い
ま
す
。

問　

令
和
２
年
度
の
本
町
の
リ

サ
イ
ク
ル
率
は
16
．６
％
で
県

内
12
位
で
す
。

　

令
和
４
年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
は
。

建
設
環
境
課
長

　

令
和
３
年
度
の
実
績
を
基
に

試
算
す
る
と
、
令
和
４
年
度
は

20
％
を
超
え
る
も
の
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

問　

可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
の

回
収
量
が
令
和
３
年
度
と
比
べ

る
と
減
少
し
て
い
る
が
、ｅｃｏ

パ
ー
ク
で
の
回
収
が
増
え
各
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
回
収
量
が
減

少
し
た
の
か
。

建
設
環
境
課
長

　

約
10
カ
月
間
で
３
，
８
４
２

人
が
利
用
し
、
資
源
物
と
し
て

ｅ
ｃ
ｏ
パ
ー
ク
に
持
込
ま
れ
た

た
め
、
各
地
区
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
の
回
収
量
が
減
少
し
た
も

の
と
考
え
ま
す
。

ｅスポーツ※を活用した取組みは
【 町長 】今のところ行っていません

原口　剛議員 HARAGUCHI TAKESHI

令和４年度のリサイクル率は
【 建設環境課長 】20％を超えると見込んでいます

大澤 成樹議員 OSAWA NARUKI

問　

町
内
に
お
い
て
行
政
、
民

間
に
か
か
わ
ら
ず
、
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
ゲ
ー
ム
を
活
用
し
た

取
組
み
は
。
ま
た
、
問
合
せ
が

あ
っ
た
と
き
の
対
応
は
。

町
長　

今
の
と
こ
ろ
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
担
当
課
は
、
企
画
財

政
課
で
す
。

問　

不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
対

策
と
し
て
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用

し
た
事
例
は
。
ま
た
、
今
後
の

検
討
状
況
は
。

教
育
長　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を

運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が

活
用
し
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま

す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
企
画
等
を

町
に
提
案
し
て
も
ら
い
、官
民
連

携
の
事
業
展
開
が
よ
い
と
思
い

ま
す
。

問　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
町
民

へ
の
理
解
、
普
及
促
進
の
観
点

か
ら
、
町
と
し
て
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

団
体
へ
の
支
援
策
は
。

町
長　

イ
ベ
ン
ト
の
後
援
を
す

る
な
ど
の
支
援
と
と
も
に
、
イ

ベ
ン
ト
の
現
場
を
提
供
し
た
り
、

広
報
等
で
の
集
客
に
協
力
し
た

り
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。※ ｅスポーツ

ｅスポーツとは「Electronic Sports（エレク
トロニック・スポーツ）」の略称で、モバイル
ゲームやビデオゲームを使った対戦をスポーツ
として競技性のニュアンスを加えたものです。
知略や戦略、プレイヤースキルなど競技性を含
むため、スポーツとして捉えられています。

可燃ごみの回収量が減少しました

まちづくりの一助にｅスポー
ツを

つぶ
やき

つぶやき

地域の抱える課題解決に向けてｅスポー
ツの活用も。

リサイクル率向上で綺麗な町にしたい
です。
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質疑

意見
交換

質疑

質疑 利便性の向上を考慮します

令和６年度の開通を目指す

広域公共路線バス経由地見直し

都市計画道路及び延伸道路

更なる町の活性化へ

より良いまちづくりには
「人財」育成が大切と考
え、町職員を県や、民間
企業へ人材交流を積極的
に行っています。

今春、明和町にコストコがオープンすることに伴い、
館林・明和・千代田線において日中の時間帯の運行
経路をコストコ経由への見直しを検討しています。

議　員 民間から専門的知識のある方を町職員
に招くことや、研修会を行うことが大
切と考える。

執行部　目的を明確にして目的達成につなげる
ことが大切、機会があれば有識者を招
いての勉強会や先進地視察などを行い
調査研究したいです。

町　長　人は「財産」、交流にもメリット・デメ
リットもあるが近い将来、民間企業の
方が行政運営に広く携わると考えます。
今後も機会があれば積極的に「人財」
交流を行います。

議　員 周知と利用者の利便性を考慮した時刻
表の見直しも必要では。

執行部　利用者の利便性を考慮し運行時刻も協
議します。決定後は、ルートと時刻表
を町HPなどで周知します。

議　員 都市計画道路赤岩・新福寺線及び延伸
工事の進捗状況は。

執行部　延伸工事を開始しました。令和６年度の
開通を目指して事業を進めています。

目的達成につなげることが大切

良いまちづくりへ良いまちづくりへ
　「人財」育成　「人財」育成

総務産業常任委員会 総務課・企画財政課・産業観光課・建設環境課・都市整備課

　委員会では、３月10日に町と「人材交流に
ついて」の意見交換や本会議以外であった出来
事の報告などについて協議しました。また、委
員会で実施した視察研修など委員会活動を報告
します。

河川状況はライブ映像で確認

本町河川監視カメラは、①商工会の南側、②舞木
（中島）二ノ堰橋付近、③赤岩渡船場に整備され、
ライブ映像は町HPや館林ケーブルテレビで確認で
きます。

新たな都市基盤として、道路新設改良事業を進め
ます。

議　員 周知が足りていないのでは。
執行部　町HPや自主防災連絡協議会の会議で

台風シーズン前までに周知します。

町HPなどで周知します

監視カメラからの利根川

ライブカメラ
詳しくはこちら

広域公共路線バス
詳しくはこちら

延伸工事
詳しくはこちら
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　清掃センターでは令和３年３月31日をもっ
て焼却処理を終了しました。
　ごみステーションに出せない一般家庭の粗大
ごみの自己搬入は、継続して受入していく予定
であることを確認しました。
　木材や小型家電を運搬用コンテナに細かく詰
め込み、処分費用の削減を図っていることやプ
ラスチック類、鉄くずなどの資源物を売却して
費用負担軽減に努めていることを視察で知りま

した。
　最終処分場では、これまで埋め立てられた焼
却灰を安全に管理するため、徹底した浄水処理
を行っていることを確認しました。本町でも、
清潔で快適な生活環境を実現するためには、ご
みの排出量削減を図っていくことが重要である
と感じました。
 橋本 博之　記

■令和５年３月29日実施　■場所：大泉外二町環境衛生施設組合内清掃センター・最終処分場

視 察
研 修 清潔で快適な生活環境の実現

資源循環型社会の創
出・環境への負担低
減につなげる取組。

酒巻

ごみの処分は環境と
お財布に負担が大き
いと感じました。

橋本博之

大泉外二町の粗大ご
み受入所は今後も残
してほしい。
 髙橋

積極的にごみ減量と
リサイクルに取組ん
でまいります。

川田

普段は見られない最
終的なごみの行き先
きが確認できた。
 橋本和之

資源ごみの再利用は、
地球環境保全に役立
つと認識した。
 小林

視察を終えて議員の一言視察を終えて議員の一言

最終処分場
詳しくはこちら

清掃センター
詳しくはこちら

粗大ごみも分別され資源化されています
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質疑 報告

報告 意見
交換

令和４年度は３名です 受診方法が変わります

転出届は

部活動指導員は 住民健診

こども園の民営化について

マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナポー
タルから転出届をオンラインで提出できます。

送付される「各がん検診、KARADAスマイル健診
受診票」が「受診シール」に変更となります。

議　員 町のスタンスは。
執行部　今は考えていませんが、皆さんと議論

を深め調査、研究は必要です。
議　員 職員の待遇や運営事業者の問題は。
執行部　東こども園が老朽化のため東西の統合

なども模索する必要があります。
議　員 子どもや保護者の事を考える必要があ

ると思います。

議　員 部活動指導員の予算が減ったのは。
執行部　県補助分を国が負担したためです。令

和４年度は３名体制でした。

オンラインで可能 考えていません

こども園民営化、こども園民営化、
今は考えていません今は考えていません

文教民生常任委員会 税務会計課・住民福祉課・健康子ども課・教育委員会

　委員会では、３月10日に町と「こども園の
民営化について」の意見交換や本会議以外で
あった出来事の報告などについて協議しました。
また、委員会で実施した視察研修など委員会の
活動を報告します。

広報ちよだ
３月号（P.6）に掲載
詳しくはこちら
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視察を終えて議員の一言視察を終えて議員の一言

　千代田西小学校で児童会役員選挙が２日間に
わたり行われました。担当した石井先生による
と以前はコロナ禍のため、タブレットで録画さ
れた候補者の演説を見て、タブレットで投票と
いう電子的なものでしたが、今回は子どもたち
に本物を経験して欲しいとの願いで町の選挙管
理委員会から実際の選挙で使う投票箱と記載台
を用意し４年生と５年生が投票しました。
　特に４年生では男子１名に対し５名、女子１

名に対し10名が立候補しました。４年生の選
挙演説を見学しましたが、それぞれの候補者が
西小を良くしたいという思いを述べ投票を呼び
かけていました。４年生女子では学年女子40
名のうち10名が立候補するという大激戦です。
　将来、児童会・生徒会の延長として町を良く
したいという若者が育ってくれればと願うばか
りです。
 大谷 純一　記

■令和５年１月26日実施　■場所：千代田西小学校

視 察
研 修 明日の千代田を担う子どもたち

大人になっても、今
回の経験を糧にして
投票して欲しい。

大谷

素晴らしい取組みで、
将来が楽しみです。
 原口

選挙を身近に感じ、
興味を持ってくださ
い。
 大澤

将来が楽しみです。
今の気持を忘れず
育って貰いたい。
 金子

立候補者の演説は、
皆さんとても素晴ら
しかったです。
 森

立候補者の西小を思
う熱意に感動

柿沼

選挙管理委員も設置し本格的な模擬選挙を体験

千代田町議会だより「大河」162号　令和５年４月25日発行15



　

３
月
９
日
の
本
会
議
に
お
い
て
議
員
報
酬
を

２
万
円
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
が
賛
成
多
数
に

よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

議
員
報
酬

議
員
報
酬
2525
年
ぶ
り
に
改
定
‼ 

年
ぶ
り
に
改
定
‼ 

議員定数・報酬改定の経緯
　１月25日発行の大河161号にも掲載
しましたが、議員定数は平成19年より
現行の12人としていて、前回の町議会
議員選挙が無投票だったこともあり、定
数を減らすか現状維持かが１つの焦点で
した。
　平成の行財政改革ではどの自治体も合
併が推進された時代であり、議員定数を
減らすことで、財政支出が抑えられると
いうメリットがあるものの、二元代表制
（町長と議会）の衰退を招くというデメ
リットも一方ではありました。
　また、無投票の選挙があるたびに議員
定数を減らすという負のスパイラルも招
く恐れがあり、無投票にならないにはど
うしたら良いか議会では審議を重ねてき
ました。

議員定数は賛成多数で現状維持に決定
　２月８日の議会改革推進特別委員会にて、現状維持としました。
　賛成意見としては、これ以上の定数削減は議会機能を維持できないとの理由から
でした。議会では議場にて議員12人全員で審議する本会議のほか、議会全員協議会、
予算・決算審査特別委員会も議員全員で協議しますが、総務産業常任委員会と文教
民生常任委員会は議員を半数にして詳細に審査する機関です。また、皆さんがご覧
になっている議会広報紙大河も８人が作成に携わっています。

議会としては報酬４万円増額を提案
　議会としては多様な人材が議員として町の行政に携わるためにも、議員報酬を増
額し、なり手不足の解消になるか審議しました。現状の議員構成は自営業主や会社
経営者、農業などで、若い会社員が職を辞してまで飛び込める報酬形態ではないと
いうのが問題であり、課題であります。そこで、町長の給料と活動日数に対して議
会の活動日数が年間どのくらいあるのか調査し、計算したところ４万円の増額との
結論に至りました。

候補者数と議員定数の関係
本町の議会議員選挙 立候補数 議員定数
2020（令和２年） 12人 12人
2016（平成28年） 13人 12人
2012（平成24年） 14人 12人
2008（平成20年） 14人 12人
2004（平成16年） 17人 16人
2000（平成12年） 21人 16人
1996（平成８年） 18人 18人
1992（平成４年） 19人 18人

※ は無投票の年。

定数を減らすだけでは、
根本的な解決には
ならないね。

議員のなり手不足の大きな要因の一つと指摘されている町村の低額な議員報酬の
充実に向け、全国町村議会議長会で地方議員報酬を算定する際に推奨している計
算式である「原価方式」による議員報酬の算定モデルを利用しました。

議員報酬の考え方

議員報酬額 ＝
議員の活動日数

× 首長の給料
首長の職務遂行日数（モデル305日）
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特別職報酬等審議会に具申（意見を聴く）
　報酬を改定する手続きとして、議会の考えを町民の有識者で構成される千代田町特別職報酬等審議会に
審議してもらうことになります。

結果は４万円ではなく２万円の増額
　審議会の回答は議員定数について昭和38年、平成11年、平成17年、平成19年と過去４回にわたり定数
削減を行っていることを考慮しつつ、原価方式での報酬算定により、各役職４万円の増額になることは理
解できるが、改定幅が大きいため、２万円となりました。議会では審議会の意見を尊重し、本会議の採決
の結果、賛成多数で改定されることに決定しました。

さらに詳しく！ 議会議員の期末手当（ボーナス）の考え方
本町の議会議員の期末手当（ボーナス）は、人事院勧告に基づいて決められています。

国
人事院勧告

民間の支給状況を
踏まえ決定

県
人事委員会

民間の支給割合に
見合うよう決定

千代田町
国・県の勧告に応じた対応
特別職や一般職員も
同様に決定

▼

協議事項
金
子　

浩
二

橋
本　

博
之

原
口　
　

剛

大
澤　

成
樹

酒
巻　

広
明

橋
本　

和
之

大
谷　

純
一

森　
　

雅
哉

川
田　

延
明

髙
橋　

祐
二

柿
沼　

己

小
林　

正
明

議員定数の削減について

議員定数を現状維持とすべき × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ －

議員報酬の増額について

議員報酬を増額すべき ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ －

※小林議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対）

※上記は委員会内の採決であり、最終的な採決はP.7をご覧ください。

役　職 現　行 改定後

議　員 220,000円（年間3,801,600円） 240,000円（年間4,147,200円）

広報編集委員長 220,000円（年間3,801,600円） 245,000円（年間4,233,600円）

議運委員長 225,000円（年間3,888,000円） 245,000円（年間4,233,600円）

常任委員長 225,000円（年間3,888,000円） 245,000円（年間4,233,600円）

副議長 243,000円（年間4,199,040円） 263,000円（年間4,544,640円）

議　長 318,000円（年間5,495,040円） 338,000円（年間5,840,640円）

※年間額は賞与を含んだ金額で人事院勧告等により変動します。
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第８回『議会報告会』が令和５年２月25日（土）
に総合保健福祉センターにて開催され、町内外
から過去最多、84名のみなさんにご参加いただ
きました。

本町の今後の報酬（24万円）について
どう思いますか。

本町の議員定数（12名）についてどう
思いますか。

３年ぶりに議会報告会が開催される３年ぶりに議会報告会が開催される

町
民
の
声

　

小
中
一
貫
校
も
含
め
て
建
替

え
等
の
問
題
は
早
く
町
民
に
ア

ナ
ウ
ン
ス
し
て
も
ら
い
た
い
。

議
会
の
回
答

　

通
学
バ
ス
導
入
な
ど
の
問
題

も
考
え
た
上
で
色
々
な
状
況
も

あ
り
、
何
が
適
切
な
の
か
を
町

と
協
議
し
早
く
町
民
に
周
知
し

た
い
で
す
。

町
民
の
声

　

最
大
浸
水
深
看
板
の
設
置
や

避
難
場
所
確
保
と
い
う
守
り
の

政
策
で
は
な
く
、
利
根
川
の
堤

防
強
化
や
川
底
を
深
く
す
る
等

の
根
本
的
解
決
を
し
て
欲
し

い
。議

会
の
回
答

　

利
根
川
は
国
交
省
の
管
轄
で

川
の
下
流
か
ら
順
次
、
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

町
民
の
声

　

月
給
制
で
は
な
く
、
賞
与
も

含
め
た
年
収
で
表
示
す
る
べ
き

で
は
。

議
会
の
回
答

　

賞
与
は
人
事
院
勧
告
に
よ
っ

て
毎
回
異
な
る
た
め
、
月
の
報

酬
の
み
を
表
示
し
ま
し
た
。
今

後
公
開
し
ま
す
。

中
学
校
老
朽
化

将
来
を
見
据
え
た対応

を

防
災
・
減
災

攻
め
の
防
災
対
策
を

報
酬
改
定

お
金
は
き
れ
い
に

わ
か
り
や
す
く

内　容 人　数
多　い 10
適　当 51
少ない 2
未記入 4
合　計 67

内　容 人　数
多　い 19
適　当 44
少ない 1
未記入 3
合　計 67

多い
15%

適当
76%

少ない
3%

未記入
6%

適当
66%

少ない
2%

未記入
4%

多い
28%

Q Q
報告会のアンケート結果

水害対策もお願いします

田田
たた

代代
しろしろ

 正正
まさまさ

夫夫
おお

さんさん
（舞木）（舞木）

小小
ここ

林林
ばやしばやし

 幸幸
ゆきゆき

男男
おお

さんさん
（舞木）（舞木）

私も一言
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群馬県吉岡町議会・議会広報常任委員会

　全国的にペーパーレス化への対応が求められ
ています。邑楽町では、令和２年８月に「議会
のICT化」が提案され、令和３年５月から運用
開始し、令和４年９月からペーパーレスでの本
会議が実施されていました。
　タブレット端末を導入したことで、コピー用
紙が約10万枚/年、金額は約50万円/年削減
されていました。
　本会議での一般質問時には、「電子黒板」を使
用して傍聴者にもわかりやすく対応していると
のことでした。また、町HPにも一般質問者と
内容及び開始時間が掲載されることで傍聴者が
今後増えるとのことでした。

　災害対応時
に は、 タ ブ
レット端末を
用いることで
情報が瞬時に
把握できとて
も便利との意
見もありまし
た。
　今後、本町でもペーパーレス化に向け、開か
れた議会を目指し調査研究を進めていきたいと
思います。
 原口 剛　記

　県内でも議会広報に力を入れている自治体の
一つでもある吉岡町議会　議会広報常任委員会
の皆様が来庁されました。今回は、「住民と議会
を結ぶよりよい議会広報」をテーマに編集方針
やスケジュール、役割分担等について研修され
ていかれました。
　本町よりも少ない６名の議員で編集作業を
行っていますが、素晴らしい内容の広報に我々
も勉強させてもらいました。町民の皆さんに読

んでもらえる議
会だよりを目指
してより良い意
見交換となりま
した。
 大澤 成樹　記

　今回、住民と議会を結ぶ議会広報誌にする目
的で研修を依頼したところ、年度末を控え大変
お忙しい時期にもかかわらず、視察研修を快く
受け入れていただき感謝申し上げます。
　議会広報編集委員会の皆さまから、編集の基
本方針・親しまれる紙面づくりの工夫・作業工
程や役割分担などについて、具体的に詳しく説
明をいただきまして、大変参考になりました。
本日の研修を生かし、議会だよりの充実に向け
取り組んでまいります。
　千代田町議会の皆さま、ありがとうございま
した。

■令和５年３月27日実施　■場所：邑楽町役場

■令和５年２月15日実施　■場所：千代田町役場　全員協議会室

意 見
交 換 開かれた議会を目指して

住民と議会を結ぶよりよい議会広報を目指して

コメント 吉岡町議会広報常任委員会
廣嶋 隆　委員長

タブレットを体験する議員

視察
受入
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議会を傍聴しませんか？

会議録は町のホームページからご覧になれます
本号に取材協力いただきました皆様、ありがとうございました。

次回の定例会は、６月５日月～６月９日金の予定です
（一般質問は初日の午前９時からです）

千
代
田
町
議
会
だ
よ
り

N
o.162

３
月
定
例
会

令
和
５
年
４
月
25日

発
行

発
行
／
千
代
田
町
議
会
　
発
行
者
／
議
会
議
長
  小
林
正
明

編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
370-0598　

群
馬
県
邑
楽
郡
千
代
田
町
大
字
赤
岩
1895-1

TEL／
0276-86-2111（

代
）

議会広報編集委員会
委
員
長

大
澤　

成
樹

副
委
員
長

原
口　
　

剛

委

員

森　
　

雅
哉

委

員

大
谷　

純
一

委

員

橋
本　

和
之

委

員

酒
巻　

広
明

委

員

橋
本　

博
之

委

員

金
子　

浩
二

今号の表紙  ～笑顔の旅立ち～
東西小学校の卒業式で、小雨を吹き飛ばす程の笑顔で
６年間学んだ学校や先生方にお別れをしている一コマ
です。コロナ禍で学校生活は変化してしまったけど、
立派に成長し、旅立とうとしている卒業生達を見たら、
たくましく感じました。これから始まる中学校生活は
輝かしいものになりますように！

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　☎（86）7009

移住した理由は？
　以前は大泉町のアパートに住んでいました。なか
なか思うような土地がなく、千代田町にたどり着き
ました。

本町の良いところ、自慢するところ
　川せがきは大泉町からも見ることが出来ましたが、
今年は近くで見ることが出来るのでうれしいです。

こうしたら、もーっと良くなる千代田町
　会話は出来ますが、日本語は読めないので広報紙
は日本語のわかる人に読んでもらっています。大事
な部分は多言語で案内してもらいたいです。

移住を考える人に一言
　千代田町は静かでいいところです。引っ越した周
りの方も親切にしてくれます。

　読んでもらえる議会だより「大
河」を目指して、広報編集委員会
が議会だよりの作成に取組んでい
ます。これからも町民の声を聴き、
大河で届けていきます。町内で議
員のインタ
ビューを見
かけたら、
ご協力よろ
しくお願い
します。

あなたの声で
　　　議会が変わる

あなたの声を
ご意見
ご感想

どんなことでも

本町に移住した方を紹介します。自薦他薦問いません。
ぜひご応募ください。 ▼議会事務局TEL.86－7009

移住・定住
詳しくは
こちら

ちょうどいいね　ちよだぐらし移住した方大募
集

移住して３カ月

齋
さい

藤
とう

和
かず

夫
お
さん（舞木）

日系ブラジル人
母・姉夫婦の４人暮らし

WELCOME
MY   TOWN
CHI Y ODA
ようこそちよだ  Vol.3

町内に移住した方にインタビュー。
移住のきっかけや町の魅力について
聞きました。
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